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１.精神障害者の医療および保護を行い自立のために、社会復帰
および社会的経済活動への支援をします。 
 
2.その障害の予防に取り組み、市民の精神保健の向上を目指

し、地域に根ざした病院を目指します。 

理 念 

患者さんの権利  
 私達は、患者さんの以下の権利を遵守して日々の医療を行い 

ます。 

１.安全で適切な医療を公平・平等に受ける権利 

2.個人として人格を尊重される権利 

3.治療、病状、検査などについて、十分な説明を受ける権利 

4.十分な説明や情報提供のもと、どのような医療を受けるかを選

択する権利 

5.個人情報やプライバシーが守られる権利 

6.セカンドオピニオンを受ける権利 

7.精神保健福祉法を遵守した医療を受ける権利 
 

患者さんの責務  

１.最善で適切な医療を受けるために、病状経過や過去の治療 

 歴・アレルギー歴などの情報を提供する必要があります。 
  

2.治療効果をあげるために、医療関係者と共同して治療に取り 

 組む必要があります。 

3.円滑な医療サービス体制を確保するために、病院や社会生 

 活上のルールやマナーを遵守する必要があります。 

患者さんの権利と責務について 
適切な精神科医療・保健・福祉を目指し  

次の二つの柱を基礎に据えます 

基本方針 理念を実現するために５つの基本方針を定めます 

１.私たちは、人権を尊重し、信頼と満足感を持っていただけるよう    
に努めます。 
 
２.私たちは、あいての身になって受容的態度をもって接するように努
めます。 
 
３.私たちは、自己研鑽に努め、情報を共有し、連携・協力し合う
チーム医療を目指します。 
 
４.私たちは、常に新しい医療・保健・福祉システムを提供できるように
努めます。 
 
５.私たちは、地域における自らの役割を認識し、地域に貢献します。 

  

 現在、精神医療は、あるべき保健・ 

福祉・医療への過渡期にあると言えるの

ではないだろうか。 

 平成30年度は、医療保険の診療 

報酬の改定と介護保険の受給の見直

しが同時にされることになっている。 

 平松記念病院は、地域のニーズに応えられる精神医療を目指

してきている。 

入院治療は、病気や病状にあった治療環境の機能分化を進め

る一方で、外来・在宅治療・リハビリテーションを患者さんが病院に

来やすくする努力と共に、訪問看護に見られる患者さんの生活の

場に、手を差し伸べる（アウトリーチ）努力していきたい。 

精神科におけるリカバリー・回復、生活の自立は、患者さんの 

個人の努力だけでなく家族や友人など日常の生活の場でこそ、 

可能なのだという考えを進めていきたいと思う。 

病院長 宗 代次 

 

平松記念病院 広報誌 

｢平松記念病院の目指すもの」 

題字：坂東 

 

編集後記 

  

当院で行われている作業療法の活動の中で作られた作品を  

ご紹介します。2作品とも、時間をかけ丁寧に作られた一品です。 

活動： 手工芸① 革細工 

作者：榊間京子さん 

活動： 手工芸② 切絵 

作者：H・Kさん 

 Ｈ28年9月28日に『臀部・肩モデルを使って

の手技体験』をヤンセンファーマ㈱ご協力に 

より実施しました。臀部や三角筋の筋肉や 

神経がどのように走っているか、注射部位、 

方法について理論を学び、筋肉注射の手技で

は実際に臀部と三角筋のモデルを使用して 

実習を行いました。患者さんの体格によってかわる皮下組織のアセスメ

ントの方法についても活発な質問があり参加者は実技を通してより 

一層の学びを深めていました。またＨ28年10月24日～28日、院内感染

対策の基本である『手洗い研修会』を実施しました。最初に蛍光塗料を

両手に塗布し普段どおりに手洗いを行い、ブラックライトに手をかざし 

汚れに見立てた蛍光剤が浮かび上がってくるのを確認。その後正しい

手洗い方法で再度洗い、ブラックライトで洗い残しがないか確認を行い

ました。ほぼ全職員が手洗い研修を実施し普段

行っている手洗いの効果の再確認と、手洗いの 

大切さを目で見て学ぶことができる研修となりま

した。（文責：内林） 

  

 新年明けましておめでとうございます。 
 昨 年 の ⾃ 分 を 振 り 返 り、休 ⽇ を 何 もせ ず に  
過ごす時間が多かったなぁと思い、今年は休⽇を 
有効活⽤するべく新年より今年の計画を少しずつ
考え始めたところです。   
 皆さんは今年の計画は決まりましたか？新しい年が皆さまにとり 
まして、より良い⼀年となりますよう⼼よりお祈り申し上げます。 

本年もどうぞ「藻岩嶺」を宜しくお願いいたします。 

 広報委員 島津 

第41号 



  

 平成 28 年 11 月 5 日、第 12 回平松記念病院  

市民公開講座を開催しました。 

 今回初の試みとして、場所を病院外に移しての 

開催でした。どのくらいの方が参加するか予想がつ

かず、会場スタッフもドキドキでしたが、悪天候にも

関わらず(前日からの大雪で大変寒く、みぞれが 

降りしきる1日でした)多くの方が足を運んでくださ

いました。参加した皆さんが熱心にメモをとり、  

合間に行った睡眠改善体操でリフレッシュ、和やか

な雰囲気で講演がすすめられました。終了後に回収したアンケートでは、「大変参考になった」 

「また次回も参加したい」といった感想や「会場の場所も良かった」という意見もいただき、   

次回開催にむけて、より多くの方に参加していただけるよう検討していきたいと思っています。 

 今後の公開講座の予定は、当院ホームページ等でお知らせしますので、 

 皆様のご参加お待ちしております。（文責：井村）  
 

演題 『中高年者の眠りと睡眠障害』                         

 （講師： 平松記念病院副院長・睡眠医療センター長 武藤福保医師）  

 今年も10月にもいわ展が行われ、入院・外来あわせて150名以上

の方が参加しました。普段の創作活動の成果が存分に発揮され、 

今年の優秀賞選びはとても難航したほどです。 

 毎年好評の喫茶や即売も同時に開催し、たくさんの人に利用して

いただきました。普段なかなかお披露目する事のない創作活動で

作った作品を披露する場所として、これからももいわ展を続けて 

いけるよう頑張っていきたいです。 

 12月14日、当院のイベント”クリスマス会”を開催 

しました。今年のイベントは”DO！夢（ドーム）” 

による琴の演奏と、デイケアメンバーによるバンド 

演奏の２演目となりました。会場内はイルミネーショ

ンに包まれ、どちらもクリスマスソングの演奏をメイ

ンにムード満点となりました。 

 平松記念病院では医療安全の取り組みの一環として、平成24年度から包括的暴力防止

プログラムというものを活用しています。包括的暴力防止プログラムと聞いても、どの

ような内容なのかわからない方が多いと思いますので、簡単に説明させていただき    

ます。 

 この包括的暴力防止プログラム(以下、CVPPP:シーブイトリプルピー）とはその名の 

通り、包括的に暴言や暴力などを予防・防止するためのプログラムです。 

「リスクアセスメント」「不安や興奮を和らげる言語的介入技術」「チームによる安全

に配慮した身体的介入」「緊急時の離脱方法」「振り返り」という５つの構成要素から

なる体系化された専門的介入技術です。 

 入院される患者さんの中には、病状により不安や緊張が高まり、まれに興奮される方もいます。  

こういった場面での介入は、患者さんの尊厳を保つための高い倫理性を持って関わる事が求められて 

います。そのため、CVPPPの大きな特徴として「人としての尊厳」に配慮した介入技術が盛り込まれてい

ることが挙げられます。 

 これらの技術は、必要な研修を受けCVPPPトレーナーの資格を習得したスタッフにより、院内で職員を

対象に研修を行っています。 

 現在当院のCVPPPトレーナーは男性看護師の他、女性看護師2名と作業療法士1名の計6名います。 

 トレーナーの主な活動として、2ヶ月に1回の小勉強会や年に１～２回の全体の院内勉強会を開催して

います。勉強会の内容として、講義やロールプレイ、症例検討や実技演習も行っています。 

 平成28年度の実績として勉強会を5回開催しており、看護師をはじめ 

医師・薬剤師・精神保健福祉士・作業療法士・事務職員・看護助手など、

多職種で延べ200名以上の職員が参加しています。 

 このプログラムの効果として、医療者として明確な役割分担と専門的 

技術により、対応する際に適度な自信と患者理解が深まり心理的負担が 

軽くなる事が挙げられます。また患者さんにとっても、どの治療過程で

あっても医療スタッフと良好な治療的関係を維持する事が期待できます。 

これからもこのプログラムによる活動を続け、患者さんと医療スタッフ 

双方が安全で安心な病院作りに寄与していきたいと考えております。 

上段：佐々木看護師、名嘉元看護師、小倉作業療法士 

下段：天野看護師、太田看護師、石山看護師 

CVPPP主催の勉強会風景 

３棟看護主任  

石山 英征 

CVPPPトレーナー 


